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２－２－２ 身体・精神状態について 

(１)過去 30 日間の健康上の問題の有無（パネル調査_問 1） 

過去 30 日間に健康上の問題があったとする人は、殺人・傷害等で 49%、交通事故による

被害で 58%、性犯罪による被害で 75%となっている。殺人・傷害等と交通事故では、健康

上の問題があったとする割合が年々減少傾向にある。 

図表 ２－１９ 被害類型×健康上の問題の有無（平成 21 年度） 
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図表 ２－２０ 被害類型×健康上の問題の有無（平成 20 年度） 
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図表 ２－２１ 被害類型×健康上の問題の有無（平成 19 年度） 
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(２)健康上の問題と事件との関係度合い【ベース：過去 30 日間に健康上の問題があった人】 

（パネル調査_問 2） 

健康上の問題と事件がどれくらい関係しているかについて、過去 30 日間に健康上の問題

があった人に質問したところ、殺人・傷害等で 74%、交通事故による被害で 82%、性犯罪

による被害で 67%と、いずれの類型においても過半数が「健康上の問題と事件が関係して

いる」と回答している。ただし、特に交通事故では、平成 19 年度には 92%が事件と関係し

ていると回答しており、事件との関係は年を経るほどに低くなっている。 

図表 ２－２２ 被害類型×健康上の問題と事件との関係度合い（平成 21 年度） 
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図表 ２－２３ 被害類型×健康上の問題と事件との関係度合い（平成 20 年度） 
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図表 ２－２４ 被害類型×健康上の問題と事件との関係度合い（平成 19 年度） 
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(３)過去 30 日間の精神的な問題や悩みの有無（パネル調査_問 3） 

過去 30 日間の精神的な問題や悩みの有無について質問したところ、性犯罪で 88%と最も

高く、次いで交通事故（83%）、殺人・傷害等（78%）となっている。健康上の問題と比較

し、精神的な問題や悩みでは経年での回復の変化は小さい。 

図表 ２－２５ 被害類型×精神的な問題や悩みの有無（平成 21 年度） 

77.6%

82.7%

87.5%

22.4%

17.3%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (49)

交通事故 (52)

性犯罪 (8)

精神的な問題や悩みがあった 精神的な問題や悩みがなかった
 

図表 ２－２６ 被害類型×精神的な問題や悩みの有無（平成 20 年度） 
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図表 ２－２７ 被害類型×精神的な問題や悩みの有無（平成 19 年度） 
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(４)過去 30 日間の精神的な問題や悩みと事件との関係度合い【ベース：過去 30 日間に精神

上の問題があった人】（パネル調査_問 4） 

精神的な問題や悩みと事件との関係について、過去 30 日間に精神的な問題や悩みがあっ

たとする人に質問したところ、殺人・傷害等で 77%、交通事故で 88%、性犯罪で 86%と、

いずれの類型においても半数以上が精神的な問題や悩みと事件との関係はあるとしている。

性犯罪では、精神的な問題や悩みと事件との関連が経年でほとんど変化していない。 

図表 ２－２８ 被害類型×精神的な問題や事件との関係度合い（平成 21 年度） 
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図表 ２－２９ 被害類型×精神的な問題や事件との関係度合い（平成 20 年度） 
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図表 ２－３０ 被害類型×精神的な問題や事件との関係度合い（平成 19 年度） 
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(５)過去 30 日の間の精神健康状態について（パネル調査_問 7） 

過去 30 日間の精神健康状態（K6 ※）をみると、殺人・傷害等で 24%、交通事故で 46%、

性犯罪で 38%が K6 合計値 13 点以上となっている。全ての被害類型で、K6 合計値 13 点以

上の割合が、年ごとに減少している。 

※ K6 については 7 頁の注を参照。 

図表 ２－３１ 被害類型×K6（平成 21 年度） 
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図表 ２－３２ 被害類型×K6（平成 20 年度） 
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図表 ２－３３ 被害類型×K6（平成 19 年度） 
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(６)この 1 年間での非就業日数（パネル調査_問 8） 

この 1 年間に事件が関連することによって仕事や日常生活が行えなくなった日数を質問

したところ、殺人・傷害等で 37%、交通事故で 37%、性犯罪で 38%が、「0 日」と回答して

おり最も多くなっている。一方、いずれの類型においても 2 割以上が 1 か月以上仕事や日

常生活を送ることができなかったとしている。平均日数では、性犯罪で 108 日と最も多く、

次いで交通事故（71 日）、殺人・傷害等（39 日）である。殺人・傷害等では、日常に支障

をきたす日数が年ごとに減少しているものの、性犯罪では一進一退をみせている。 

図表 ２－３４ 被害類型×非就業日数（平成 21 年度） 
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図表 ２－３５ 被害類型×非就業日数（平成 20 年度） 
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図表 ２－３６ 被害類型×非就業日数（平成 19 年度） 
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(７)健康上の問題の解決策【ベース：過去 30 日間に健康上の問題があった人】（パネル調査

_問 3） 

過去 30 日間に健康上の問題があったと回答した人に、健康上の問題の解決策を質問した

ところ、「医療機関に通った」が殺人・傷害等で 77%、交通事故で 71%、性犯罪で 67%であ

る。平成 20 年度で、全ての被害類型で比較的高い割合を占めた「特になにもしていない」

という回答は、平成 21 年度で低い割合に転じた。 

図表 ２－３７ 被害類型×健康上の問題の解決策（平成 21 年度） 
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図表 ２－３８ 被害類型×健康上の問題の解決策（平成 20 年度） 
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図表 ２－３９ 被害類型×健康上の問題の解決策（平成 19 年度） 
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(８)精神的な問題や悩みの解決策【ベース：過去 30 日間に精神上の問題があった人】（パネ

ル調査_問 6） 

 精神的な問題や悩みの解決策について、過去 30 日間に精神的な問題や悩みのあった人に

質問したところ、殺人・傷害等及び交通事故では「家族や知人に相談した」（殺人傷害等 41%、

交通事故 37%）、性犯罪では「公的機関や民間団体において、カウンセリングを受けたり相

談をしたりした」（57%）が最も高い割合となっている。全ての被害類型で、「医療機関に通

った」とする割合が年々減少している。 

図表 ２－４０ 被害類型×精神的な問題や悩みの解決策（平成 21 年度） 
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図表 ２－４１ 被害類型×精神的な問題や悩みの解決策（平成 20 年度） 
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図表 ２－４２ 被害類型×精神的な問題や悩みの解決策（平成 19 年度） 

34.1%

22.7%

45.5%

31.8%

18.2%

13.6%

50.0%

24.3%

54.1%

43.2%

16.2%

6.8%

55.0%

55.0%

15.0%

45.0%

10.0%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

医療機関に通った

公的機関や民間団体において、カウンセリングを受

けたり相談をしたりした

自助グループに参加した

家族や知人に相談した

その他

特に何もしていない

殺人・傷害等 (44) 交通事故 (74) 性犯罪 (20)

 

 


